
　１級建築士　設計製図試験対策用課題１ １級とるぞ！．ＮＥＴ

１級と るぞ！からのお願い ： 添削を希望される方はエスキース時間と作図時間 （ 記述を含む ） を答案の右下に記入して下さい。

併設した家族向け賃貸集合住宅を計画するものである。

地盤は良好である 。（５）

ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／／１ ９ ｔ ｏ ｒ ｕ ｚ ｏ ． ｎ ｅ ｔ ／

建築計画については、次の点に留意して計画する 。（１）

設　計　課　題　　賃貸集合住宅

Ⅰ．設　計　条　件

①

４．計画に当たっての留意事項
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建築物はバリアフ リー、セキュ リティ等に配慮する。

Ⅱ．要　求　図　書
答案用紙Ⅰ及び答案用紙Ⅱ の定められた枠内 （寸法線は枠外でもよい。 ） に、

黒鉛筆を用いて記入する。

（答案用紙Ⅰに記入）１．要求図面
下表により、所定の図面を作成し （フリーハンドでもよい。 ） 、必要な事項を記入する。

１／２００

特 記 事 項
①

ニ．

１階平面図兼配置図及び２階、 ３階平面図には、次のも
のを図示又は記入する 。

程度 ）
建築物の主要寸法 （柱割り及び床面積の計算に必要な

ハ．
ロ ．

イ ．

室名等
耐力壁等 （凡例にしたがって図示し 、凡例にないもの
を使用する場合は空欄に追加記入する 。 ）
設備シャフト 〔パイプシャフト （ Ｐ Ｓ ）等〕の位置

１ 階平面図

配 置 図

図面及び縮尺
（１）

兼

住戸については、居住性、コスト等に配慮し、収益性の高いものを目指すものと
する。

この課題は、ある都市近郊の市街地において、 １階にコンビニエンスス トアを

受　験　番　号 氏　　　名試　験　場

②
③

（３）

構造計画については、次の点に留意して計画する 。

設備計画については、次の点に留意して計画する 。

も配慮する 。

耐力壁等を設け、耐震に配慮する 。
部材の断面寸法を適切に計画する 。

構造種別、架構形式、スパン割を適切に計画する 。

低減に配慮する 。

（２）
①

②
③

①

②

建築物全体が、構造耐力上、安全であるよ うに計画すると と もに、経済性に

空気調和・換気設備、給排水衛生設備、電気設備等を適切に設け、環境負荷

エレベーターを適切に設ける 。

④

④ 敷地の周辺環境に配慮する 。
建築物の環境負荷低減に配慮する 。
住戸については日照、採光、通風、プライバシー等の居住性に配慮する。

１／２００
（２） ２ 階平面図

１／２００
（３） ３ 階平面図

ホ．設備計画に応じた設備スペース （ ただし 、地下１階に
設けた場合は計画の要点等 （ １ ） の④に図示し 、屋上
に設けた場合は矩計図に補足的に記述する 。 ）

ニ ．

②

ロ ．
ハ．

イ ．建築物の出入口

駐車場 （ サービス用駐車場及び車いす使用者用駐車場 ）

１階平面図兼配置図には、次のものを図示又は記入する 。

及び地下駐車場への車路

ホ．
駐輪場 （台数を明示する 。 ）

コンビニエンスス ト ア、集会室の床面積

・室構成は２ ＬＤＫとする。

・ Ｌ Ｄは２ ０㎡以上とする 。

住 　 戸 　 Ｃ ・各個室は１ ０㎡以上とする 。

１．敷地及び周辺条件
敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである 。（１）

敷地は、平坦で、道路及び隣地との高低差はないものとする。また、歩道（２）
たん

の切り開きは、 １箇所当たり ６ｍまでできるものとする 。
敷地は、第１種住居地域及び準防火地域に指定されている。また、建ペイ（３）
率の限度は６ ０％（特定行政庁が指定した角地における加算を含む。 ） 、容積
率の限度は２ ０ ０％である 。
電気、ガス及び上下水道は、完備している 。なお、給水引き込み管は（４）
４ ０￠とする 。

集会室には、机、いす等
ヘ．
ト ．矩計図の切断位置

通路、植栽等

③ ２ ・ ３階平面図には、下階の屋根、ひさし等を図示する 。

住戸については、次のものを図示又は記入する 。
イ ．
ロ ．

ハ．

④
各住戸の面積

ニ．

住戸Ａ ・ Ｂ ・ Ｃの代表的室内プラン （ 他の住戸は間仕切
壁を １点鎖線にて表記する 。 ） 、及び各居室、 Ｌ Ｄの面積

ダク ト経路を図示する 。

ホ．
ヘ．

住戸Ａの表示 （ Ａ １ 、 Ａ ２～ ）
住戸Ｂの表示 （ Ｂ １ 、 Ｂ ２～ ）
住戸Ｃの表示 （ Ｃ １ 、 Ｃ ２～ ）

住戸Ａ ・ Ｂ ・ Ｃの各１戸について、給排気口、換気ファン 、

１／５０
①

のとする 。

切断位置は、 ２ ・ ３階の住戸居室の開口、バルコニーを
含み、建築物の重層関係（地下１階～３階 ）がわかるも

矩 計 図（４）

屋上に設備スペースを設けた場合は補足的に記述する。

③
②

１階床高、軒の出、開口部内法 ） 、及び室名を記入する 。
主要寸法等 （建築物の最高高さ 、軒高、階高、天井高、
作図範囲は、柱芯から 　 　 　 　 　以上とする 。2,000mm

④ 主要構造部材の名称 ・断面寸法を記入する 。
⑤ 屋内外の主要な部位 （床、壁、天井等 ）の仕上材料名を

記入する 。
⑥
⑦

必要と思われる部位に断熱措置を記入する 。

２．面　積　表　等（答案用紙Ⅰに記入）
（１）

（２）

地上１～３階の床面積及びその合計を記入する。なお、各階の床面積について

建ペイ率（敷地面積に対する建築面積の割合 ）及びその算定式を記入する 。
は、その算定式も記入する 。

３．計画の要点等（答案用紙Ⅱに記入）
（１） 建築計画について、次の①～③の要点等を具体的に記述する。なお、要求図面

では表せない部分についても記述する 。④については簡易な図示をおこなう 。
①
②

（２）
面では表せない部分についても記述する 。

①
② 耐震計画について、配慮したこ と

①
②

建築物に採用した空調方式と採用した理由
設備スペース及び設備シャフ トの配置計画について、配慮したこ と

③

③

（３）
では表せない部分についても記述する 。

（４）
とを具体的に記述する 。

構造計画について、次の①及び②の要点等を具体的に記述する。なお、要求図

設備計画について、次の①～③の要点等を具体的に記述する。なお、要求図面

建築物に採用した構造種別、架構形式及びスパン割とこれらを採用した理由

建築物の環境負荷低減（熱負荷の抑制、省エネルギー等）について、配慮したこ

排煙計画について、配慮したこと

④

建築物の外部動線について、配慮したこ と
建築物の内部プランニング、及び動線について、配慮したこ と

地下１階のエスキース （縮尺１／４ ０ ０ とし、フリーハンドでもよい。 ）
住戸の計画（居住性、収益性等）について、配慮したこと

（戸数適宜）

（１）
３．その他の施設等

地上に設ける駐車場は平面駐車とし、住宅、コンビニエンスストアのサービ
ス用として各１台分、コンビニエンスストアの車いす使用者用として１台分

（２）
を設ける。

（３）

（４） （１）～（３）の 「その他の施設等」は、床面積に算入しないものとする。

駐輪場は、住宅用として３ ０台分、コンビニエンスストア用として５台分
（ １台当たり ０ ． ５ｍ×２ ． ０ｍ程度）を設ける。
地下駐車場へアプローチする自動車用車路（有効幅員５ ． ５ｍ以上、勾配１
／６以下、梁下の高さ ２ ． ３ｍ以上）を設ける。
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１
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ｍ
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公　園

縮尺１／１，０００

Ｎ

住 　 戸 　 Ｂ

・室構成は３ ＬＤＫとする。

・各個室は１ ０㎡以上とする 。

・ Ｌ Ｄは２ ０㎡以上とする 。

・ バルコニーまたは専用テラスを

適　宜
（戸数適宜）

室 名 特 記 事 項設 置 階

住 　 戸 　 Ａ

下表の室は、すべて計画する 。

・室構成は４ ＬＤＫとし 、必要に応じ、

・各個室は１ ０㎡以上とする 。

・ Ｌ Ｄは２ ０㎡以上とする 。

要求室（４）

２．建築物

地下１階、地上３階建ての１棟の建築物とする。
（１） 階数等

なお、地下１階には、住宅専用の自走式駐車場等［面積適宜として、普通乗
用車１ ５台分以上（車いす使用者用１台分を含み、平面駐車。 ）が駐車でき

（３）

地下１階を除く床面積の合計は、 以上、 以下とする。
この課題の床面積の算定においては、ピロティ 、塔屋、バルコニー、屋外階
段、住宅部分のエント ランスホール、エレベーターホール、共用廊下（屋内
階段は除く 。 ）等は、床面積に算入しない。

床面積の合計（２）
１，５００㎡

構造、設備

１，８００㎡

構造（構造種別は自由。 ） 、設備（空気調和・換気設備、給排水衛生設備、

る。 ］がある。

電気設備、エレベーター）については、適切に計画。

床面積

メゾネッ ト形式としてもよい。

（戸数適宜）

・ バルコニーまたは専用テラスを

ト ランクルーム ・住戸の総戸数に対応し 、 ト ランク （各２㎡以上 ）

を設ける 。

集 　 会 　 室

管 理 人 室

・会議形式で１ ６席を確保する 。

・管理人は通いとする 。

ス ト ア

コンビニエンス ・売り場は９ ０㎡以上、天井高さ ２

・事務所を設ける 。

・商品倉庫、客 ・従業員兼用の便所を設ける 。

設備ス ペース
屋外機置場等を計画する。

・各自が採用した設備計画に応じて、電気・機械室、

・上記の室に関連して必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。
・ その他必要と思われる室等は、適宜計画するものとする 。

適　宜

１ 　階 ．６ｍ以上。

適　宜

・ バルコニーまたは専用テラスを

設ける 。

設ける 。

設ける 。

特記事

項によ

り算定

なるよう構成

５ ０人以上と

・住戸Ａ，Ｂ ，

Ｃの各戸数は

居住者総数が

する。

・住戸の総戸数

は１ ４戸とする。

・個室の用途は

夫婦室（ １室）

＋子供室（ １～

３室、 １人／１

室） と想定する。


